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	「周産期特命救急隊」の創設と�         運用における指導救命士の役割�
	　背　景
	スライド番号 3
	　　 多種多様な周産期・新生児・小児救急に�　　　　　　　　　　　　　　　対応するための学習環境が必要　��　　　指導救命士が中心となって教育体制を検討��　　　　    「周産期特命救急隊カリキュラムを作成」�　　３５項目を７５時間で実施　（自己計画の単位修得制）�　　�　　・署内で反復した継続的な学習�　　・一定の知識と技術の習得　（幅広いスキル習得）�　　・座学だけでなく、実技も充実した内容�　　・救急救命士を含む救急隊員の不安解消へ繋がる内容�　　　
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